
7．　プレートの形状と運動

　中部日本地域では，フィリピン海プレートが南海・駿河トラフ及び相模トラフから北西方向に

沈み込み，また太平洋プレートが日本海溝及び小笠原海溝から西方に沈み込んでいる。これらの

プレートと陸側プレートとの境界附近では地震活動が集中的に発生しているが，とくに関東地域

においては，沈み込んだこれら2つの海洋プレート同士の会合による活発な地震活動が存在し，

我が国の中でも最も複雑なプレート間相互作用が見られる場所となっている。

　沈み込んだプレートの形状を推定するためには，微小地震の震源分布や発震機構，地震波速度

分布などのデータが用いられる。図Ⅰ－7－1（a）（b）は，1980年代初めに提出された中村・島崎

（1981）および笠原（1985）による関東・東海地域のプレート上面の等深線モデルを示している。そ

の後，やや複雑なモデルとして，関東地域については野口（1985）が同図（c）のようなモデルを，

東海地域から紀伊半島東部にかけては山崎・青木（1994）が同図（d）のようなモデルを提唱した。

後者では，伊勢湾から琵琶湖にかけてプレート構造が大きく湾曲し，また東海地方西部では沈み

込んだスラブがほぼ水平になっている。これらは，図1－7－2に見られる微小地震の震源分布

がその根拠となっている。

　図1－7－3（a）は，Ishida（1992）により提出された関東・東海地域のプレート形状の最新モ

デルである。最近までに得られた大量・高品質のデータを用い，シンプルな幾何学的形状を与え

ている点に特徴がある。同図（b）では，東海地域に発生する浅発地震のP軸分布を10㎞毎の深

さに分けて示してあり，P軸の方位が急変する深さ20kmあたりがプレート境界に相当している。

図1－7－4は，同モデルに基づく2つの断面領域におけるプレート形状を，震源分布と共に示

したものである。東海地域についてはプレート境界の固着が地震活動の空白として認められ，ま

た関東地域については，2つの海洋プレートが接触している様子が見られる。

　図1－7－5（a）は，野口（1994）により最近提出された東海地方下のプレート形状を示すが，

このモデルでは，10㎞及び20kmの等深線が駿河湾の方に張り出しているのが特徴である。同図

（b）は，（a）に示す矩形領域内に発生した地震の発震機構解のT軸を断面に投影したものである。

沈み込むフィリピン海プレート内ではほぼ東西，内陸浅部ではほぼ南北のT軸を有する横ずれ

断層型が卓越するのに対し，それに挟まれる駿河湾西岸地域の浅部ではT軸がほぼ鉛直となる

逆断層型が卓越しており，特異な領域を形成している。逆断層運動によるスリップの平均方向は，

Seno　et　al．（1993）による当地域のプレート運動方向より20度ほど西向きであり，駿河トラフ及び

プレートの等深線にほぼ直交している。

　次に，プレートの運動については，最近の宇宙技術を利用した測量の進歩によって，従来は夢

であったその実測が可能となった。図Ⅰ－7－6は，VLBI（超長基線電波干渉計）によって測

定された鹿島（茨城）～カウアイ（ハワイ）及び鹿島～南鳥島（マーカス島）の基線長変化を示

す。両者ともに年間6～7cmの直線的な短縮傾向が観測されており，太平洋プレートの動きが見

事に捉えられている。またフィリピン海プレートについては，図1－7－7（a）（b）に示すように，

年間4cmほどの動きがVLBI及びGPS（汎地球測位システム）の双方の観測により検出されてい

る。

　プレート間の動きのみならず，プレート内の内部変形についてもデータが集積されつつある。
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図Ⅰ－7－8（a）は，VLBlにより検知された，ユーラシアプレートの安定な内部から見た鹿島

と上海の動きを示している。太平洋プレートの圧縮により，鹿島はほぼ年間2cmの速度で西方に

移動していることがわかる。また同図（b）は，SLR（人工衛星レーザ測距）により検知された下

里（和歌山）および世界のSLR観測局間の変位速度を示すが，この図においても，同一プレー

ト内の観測局間で有意な変動が捉えられている。このように，宇宙技術の進展によって，プレー

ト相互およびプレート内部の運動の様子は徐々に明らかにされつつある。
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図Ⅰ－7－1　関東・東海地域について提出された，プレート上面の形状を表わす等深線図。
　　（a）は中村・島崎（1981），（b）は笠原（1985），（c）は野口（1985），（d）は山崎・青木（1994）によ

　　るもの。なお，Ishida（1992）によるプレートモデルは，図Ⅰ－7－3に示されている。
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図Ⅰ－ 7－3 （a）Ishida（1992）による関東・東海地域のプレート上面の等深線図。実線はフィ
　リピン海プレート，破線は太平洋プレートを表わす。

（b）東海地域に発生する浅発地震の深さ10km毎のP軸分布。深さ20㎞前後でP

　軸の方位が急変している。
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　　1989年の各2回の観測から，N67°W方向に7.4cmの変
　　化が認められた。これは，プレートモデルNUVEL－1か

　　ら期待されるN56°W方向6.5cmと良く一致している
　　　（国土地理院・通総研による）。

　（b）GPSによる，高山を基準とした八丈，南伊豆，静岡，

　　名古屋の1992年4月～1993年3月の水平変位ベクトル。白
　　矢印はSeno　et　al．（1993）のプレートモデルから期待され

　　る八丈，南伊豆の水平変位ベクトルを示す（木股・ほか，

　　1994）。



図Ⅰ－7－8 （a）国際VLBI実験（1984～）で得られた，鹿島と上海の
　ユーラシアプレート安定内部に対する動き（楕円は誤

　差範囲を示す）。鹿島では，太平洋プレートの圧縮に

　よる西向きの動きが見られる（通総研による）。

（b）測地衛星「ラジオス」のSLR．観測から求められた，下

　里および世界の観測局間の相対速度（1984年～1991年

　の解析結果による）。破線はプレート境界を表わして

　いるが，同一プレート内の観測局間にも有意な変動が

　見られる（水路部による）。
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7．　プレートの形状と運動　中部日本地域では，フィリピン海プレートが南海・駿河トラフ及び相模トラフから北西方向に沈み込み，また太平洋プレートが日本海溝及び小笠原海溝から西方に沈み込んでいる。これらのプレートと陸側プレートとの境界附近では地震活動が集中的に発生しているが，とくに関東地域においては，沈み込んだこれら2つの海洋プレート同士の会合による活発な地震活動が存在し，我が国の中でも最も複雑なプレート間相互作用が見られる場所となっている。　沈み込んだプレートの形状を推定するためには，微小地震の震源分布や発震機構，地震波速度分布などのデータが用いられる。図1−7−1（a）（b）は，1980年代初めに提出された中村・島崎（1981）および笠原（1985）による関東・東海地域のプレート上面の等深線モデルを示している。その後，やや複雑なモデルとして，関東地域については野口（1985）が同図（c）のようなモデルを，東海地域から紀伊半島東部にかけては山崎・青木（1994）が同図（d）のようなモデルを提唱した。後者では，伊勢湾から琵琶湖にかけてプレート構造が大きく湾曲し，また東海地方西部では沈み込んだスラブがほぽ水平になっている。これらは，図1−7−2に見られる微小地震の震源分布がその根拠となっている。　図1−7−3（a）は，Ishida（1992）により提出された関東・東海地域のプレート形状の最新モデルである。最近までに得られた大量・高品質のデータを用い，シンプルな幾何学的形状を与えている点に特徴がある。同図（b）では，東海地域に発生する浅発地震のP軸分布を10�q毎の深さに分けて示してあり，P軸の方位が急変する深さ20kmあたりがプレート境界に相当している。図1−7−4は，同モデルに基づく2つの断面領域におけるプレート形状を，震源分布と共に示したものである。東海地域についてはプレート境界の固着が地震活動の空白として認められ，また関東地域については，2つの海洋プレートが接触している様子が見られる。　図1−7−5（a）は，野口（1994）により最近提出された東海地方下のプレート形状を示すが，このモデルでは，10�q及び20kmの等深線が駿河湾の方に張り出しているのが特徴である。同図（b）は，（a）に示す矩形領域内に発生した地震の発震機構解の丁軸を断面に投影したものである。沈み込むフィリピン海プレート内ではほぼ東西，内陸浅部ではほぼ南北の丁軸を有する横ずれ断層型が卓越するのに対し，それに挟まれる駿河湾西岸地域の浅部では丁軸がほぼ鉛直となる逆断層型が卓越しており，特異な領域を形成している。逆断層運動によるスリップの平均方向は，Seno　et　al．（1993）による当地域のプレート運動方向より20度ほど西向きであり，駿河トラフ及びプレートの等深線にほぼ直交している。　次に，プレートの運動については，最近の宇宙技術を利用した測量の進歩によって，従来は夢であったその実測が可能となった。図17−6は，VLBI（超長基線電波干渉計）によって測定された鹿島（茨城）〜カウアイ（ハワイ）及び鹿島〜南鳥島（マーカス島）の基線長変化を示す。両者ともに年間6〜7cmの直線的な短縮傾向が観測されており，太平洋プレートの動きが見事に捉えられている。またフィリピン海プレートについては，図1−7−7（a）（b）に示すように，年間4cmほどの動きがVLBI及びGPS（汎地球測位システム）の双方の観測により検出されている。　プレート間の動きのみならず，プレート内の内部変形についてもデータが集積されつつある。一221一図1−7−8（a）は，VLBlにより検知された，ユーラシアプレートの安定な内部から見た鹿島と上海の動きを示している。太平洋プレートの圧縮により，鹿島はほぼ年間2cmの速度で西方に移動していることがわかる。また同図（b）は，SLR（人工衛星レーザ測距）により検知された下里（和歌山）および世界のSLR観測局間の変位速度を示すが，この図においても，同一プレート内の観測局間で有意な変動が捉えられている。このように，宇宙技術の進展によって，プレート相互およびプレート内部の運動の様子は徐々に明らかにされつつある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［岡田義光〕1）Ishida，M。二J．Geophys。Res．，9了（1992），489−513．2）笠原敬司：国立防災科学技術センター研究報告，35（1985），33−137．3）木股文昭・ほか；地球惑星科学関連学会合同大会予稿集（1994），201．4）中村一明・島崎邦彦：科学，51（1981），490−498．5）野口伸一：月刊地球，7（1985），97−104・6）野口伸一：地震予知連絡会会報，52（1994），327−338．7）Seno，T，et　aL：J．Geophys．Res．，98（1993），17941−17948．8）山崎文人・青木治三：地球惑星科学関連学会合同大会予稿集（1994），198．一222一＜1川川！IP川田1巳1輪1　1川1！賜llllll旧1門田田lill　　　憶　。　嚇o　　O　　　oOoO　　ロ　　　のも糞襲．．　£）りooΣとoのo口のYの？　　　Σ　　　x�@　O　G）　�@　o　Φ　o　oω　・一｛　　　一　〇j　rr〕　寸　の　l　　l。♂・’』。3’・　●9．．．・●・騒喚♂　　●、・◎go顕　　　　　ヤ　　　　OOo　　o　　　　撫　　　灘恥．口’臨葬。。i・1（⇔）σ　　r→　Gj　〔▼｝　マ⊂£ODeり鵠霧蕊、1◎編一一一　〇　　置　■　　，　　　　・　　、　　　　　，P　ooU一陶三β一別！b．・．　ジα　　　　　　　店　〜『　　　　　　　　　　　　甲ノq……2囑蓮　灘　　，2　　　》．’く．・壽帯隔、』　。翫礁：暑譲磯・撃�d暴γ6O　　Pぐ　　　　　／ろ　　　　　巴．　・’；D鞠　閣⊃　齢／．，・・、，｝・：↑卜。邸）　e　…iio図　　のトQOD　〜蝿o慰N→く粕呼終）梓ゆ虫む騒碑鑓慰e麗翼廿署ヨ謡e嵌皿鵬卜升廿趣38nJOム1ム。卜痩八』⊃　　　ヤ　　　ト謡コ碧遜　　　　・「丁契闘　　　c＿ン�@　　勿　　　暴濠N曽e5疑3足運2騨図．区厘廓卜（翼（鍾（紋阜1ε　ε　ε区　の（区量起駅氣e融。Q軽ゆ菌e捉）颪咽　曲》墨髄⇒一224一350N　　1一、ρ，〆�d〆　勧、　　で　　　　　　二一　　　　、　　　　　　〜　　ζ　　　　　〆　　　　　　　’　　　　　，』・へ．一∫　　　　隻、．，、　　　　ノ　　　7ノーン／　　　　20　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　モ’　♪　＼G’＼1　　　　　　　　．0、140、100もOkm　　　　　　　　　　　　14Q　E200　100（）　Qoゆ　や・1§8・1＋・．△　之）〔曜べN（a）（b）N373ざ3‘＼’勢◎8　ε　s　‘一、一一．δゲ＿，四1ξも翰13ぴ14ぴ橘1E3、マ8393638『5◎ポ　＼』〆　N　　・丸斗　・’泌　爵唱鴨’＼ミンー・冴☆玖　ε　雪身　　§ざ．7斧／／ノ／　∠　螢　／／糟ノ　／　　脳唖　超　　　，　　ノ　　ー　　ノ　〆ノイ，0ρL轡〃　’ノノノ／／！　　　　　　　　　」紗曜55τ4（c）（d）図1−7−1　関東・東海地域について提出された，プレート上面の形状を表わす等深線図。　　（a）は中村・島崎（1981），（b）は笠原（1985），（c）は野口（1985），（d）は山崎・青木（1994）によ　　るもの。なお，Ishida（1992）によるプレートモデルは，図1−7−3に示されている。一223一（a）37。N36。N35。N340N　　　　　　1　　　　　　　　　’匹　　　　　　　　　L　　　　　　l　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　’　1　　　　　　：　　　　　　’1　　　　　！　1　　　　　　ロ　　　　　　　　　ノ　コ　　　　　　　　　　　ド　　　　　　乙　　　　　　　　　　E　　　　　　　／　　L　　　　　　i　　　　　　　　　’　　1　　　90km！　　　1　　　　　　　』一’5。．ヂ。5。’、1　　門　　　　　　I　　　O　　　　，、　　、　　　．　I　　　　　　l　　　lo￥！1・　　　　　l　l　　　　　　I　　　　　　　　　、　’，　　、　　　　　　　　　　　　’　置　　、　、　　　　　　l　　　　　　l　　　　　　　l　、　、　・　：　　1　一一聯一…”一丁幅一”…一一’莚一L文τ…一監て噂一丁…”’一7　　　　　　　　　　　　　、　　、、　1’刈・」9ゆ！　　　　　　：　　　　　、　Qい　　・　馬　　　　　　I　　　　　　　I、　　　、　　1　　、一一一　　i　　　　i、◎　、　i　、　　　　　　i．　　　i・4　￥1　’、　　　　　　r　　　　　　　　　　』　　、　　　　　　　　1　　　　　’！1　　　　1ρ140　1001　60km　　　，！　　1　　　　　　　’　　　0　　　：137。E138。E1390E140。E141。E（b）1980　0101〜1993043035、535，0N　13735，5N35，0N　　　　　　＼　　　　　　鳳￥　　、ド・蚤　　　　　／／多＼＼＼＼　　　　　　＼へ美　　　　＼＼　磁＼，O　E137，5E138，0E35，5N35．O　N138，／粛沢∠■　　y／／−5E　I3735．5N囲／＼て壌＼〉　　★／壌雲〉／＼　　超　　＼＼　　　　　　　　　誌，O　E　　　　　　l37、5　E　　　　　　l38．O　E138．35，0N137，O　E日7，5E1∋8，0E／漸』／1　／　4　酒　　、γバ＼難＼　　　　！　　　　＼＼拷　　　、／138、5El37，0E137，5E　　　　I38．O　E5E138，5E図17−3（a）Ishida（1992）による関東・東海地域のプレート上面の等深線図。実線はフィ　リピン海プレート，破線は太平洋プレートを表わす。（b）東海地域に発生する浅発地震の深さ10km毎のP軸分布。深さ20�q前後でP　軸の方位が急変している。一225一＜〔11！o、、舞寸蜜￥　　�do〜　　忌。謬聾、蓮O　　l嘱　　・”、t鐸　璽1　　　。．．’1．．ρ＆oり　ρP，　　L卜塗8oom》o：τo⊃O》xo，，．ト”∴oの丁　国oB　窮e福・　・。・試・　ρ　￥　亀　冒．義．δ．￥∵騨。・。．8．　￥　　　　。o　　。　　　ワロロロ　　。軸翼．0・　￥　　　　　　　　o愚塗差α　　＆・0瓢　％1　　　　　　。。　　　。　　　　　　　　　馳　プ　；・　　　　　　　　　　　　　　　　o＼＼oo　E8エトの06」準乙製6α：lPO工OooOo8　　o　　ou』〉1‘H⊥dヨGo旧OoNし対図‘H⊥dヨG彰c　O　　Q］　　　O　　　　肱　！　　、＝　y　　　3，　　　’』．塞♪『　　・σ匿ノ’覧・、9　　』六．曾・．　　　　の」●べひ’』R。・’』・．豹璽冠．』，、・z富葦篁1ノ、》、蛋、⊇，．oノノリノノ三国oぐ．遜象…ボ欝鱗きll．��o．N報欝嚇1・’、・麹避嘱．畿そ7惚、，難皐￥．・〜。ヴ　冨二磐m5Z鴇硬．、、、、、］α⊃m］卜zmぐmる舶爬逮無レ℃腿碧ん翼展i鉄撫ム毬麗ト揖e近震昧鍵雪興e。廼ム○増樺ホ1�t尼Φ勢ム楚・ミ騒くトPlト綴一e鴬繁申幻岳や薯ム萎醒餐掻1梁蜜署毬。誌ム」輿．ゆト1国巌息慕e斗一Q愈愈（ト麗赫£唄器e週鳥腱為9pe網トノ串藩腫馨如．⊃攣塁蜜鍵鯉幻ゆ醸e鍵學皿5　0鴬e創ト・マ�p量腫e』）le貫睡颪餐卜蘇111歯胆鞭1毬剤e腿農図一226一（a）355N35，0閥3尋，5N＼＿J・�q　　　　　　一50　　　404母．葛30　20　ぐ論一〇塾　　　　∪『10　’”｛磁．町’　　　　　／　　　　／�s　　　　／　　　　／　　　／　　　ろ／／／　，鯵　　’　’’’　　　　　ノ！一AF▲／QΩ婁』37，5三L38，0E138．5E139．O　E（b）　　　　　　EUR　　s　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　s　　ド　　　　　　　　　　　　　　　は　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　　s　　　　　　s　　　∬丁乙s　A＼1980010卜199313i　o　Tro翼ghNpIol二　　　Transition　zone　　バ　　　　　　　　　　　　　　　け　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　　S　　　　　　　　　　　　　　　S　　　　　　　　　　　　　　　s　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き35　　A聖20．40．　　　　　、鴛濯纏乙ンィ／誕く参／／／，殉♪一7∠孟そT−axis20，　　　　　　　PHS　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　は　　　　　　　　　　　　　　は　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　パ　　　　　　　　　　　　　　　　ド図1−7−5（a）野口（1994）による東海地方下のプレートモデル。太矢印はフィリピン海プレ　ートの運動方向を示す。MTL：中央構造線，ISTL：糸魚川一静岡構造線。（b）（a）に示す矩形領域飴’（長さ90�q，幅15�q）の断面に投影した発震機構　解の丁軸分布，および各領域内の代表的な発震機構解。一227一（a）　57095605　9ε諸→＿｝　　　　　マ○£qq）一�@q・r→　　　　2Φの�Im1φ十や←＋寺十　申榊　φh十καsん辞πα一καuα活◆φ　φ�_1専手φφ1984　　　　　　1985　　　　　　198619871988198919901991Time（year）巳G「��5　　12げ　　14げ　　160。1齢。　160ロ　14げ　　120D　IOげ　8Q。　　6qO4G。（b）？δ　　　　　　⊆＼　1弊46架ア四ド’一di　＼　　臥∈ε螺鰺糊2000QO一2000KAS34−MARCUS牽1989　　　19901991時間（年〉1992　　1993図1−7−6　太平洋プレートの運動の実測結果（通総研による）。　　（a）1984年〜1991年の国際VLBI実験による鹿島（茨城）〜カウアイ（ハワイ）の基線長変　　　化。基線長は約5700�qで，年間6．3cmの短縮が見られる。　　（b）鹿島〜南鳥島（マーカス島）の基線長変化。年間7．7cmの短縮が見られる。一228一＜z＼ミP口●　　悉募　　鳶　．ざ。辿。b菰ミ。　ミい　貸＼o≧へ　、へ　＝　山、9走oqミ�soo鱈≧o博ら≧へ偽≧め艶頃　幻魚灸ゆ　、皿嘉ノ世e−5匿・祐需　艶日山》　髄・ミ趣”e（x窪ム頃　⇒興ム噌婁髄漣当囲酬叉＞。。農翼圃O桓量くまトー（9￥心）（鱒駅ゆ213　　　ε区　の）＼漫（雨）iii　　．響lli、菟1婁　　1　　・奮乾　　　　　　　　・煮露、転　　　　　　　か　　　　　　ーこ圏。島　噂　　　　駕o．・』沿、　昧　鯉　獣　お　即　超　冠［ヨ　ー　1　一　ロ　ンレ　リ　雲b　鎌　纏　灘　黙　想想　鰻日二　獣班一229一＼、一惹鵬摺、L‘　　　＼　　　o　　　　o　　　　臥　　　　　　　　　暮　　　》　趣　　　。　引（縄）e離慰　トL揖》為建楚駆　・お⇒歳■日：：田　製雪£儲幻轄eパ£〜穏廼皿）ゐゆ愈揖姻嘔選州妬愈あ昧津．繍ム足餐9鄭ρ製ゆト庫孚一ん慰壽赫赴輿薯翼1謳愈蔑匪興騨蝦ム曝嘩慰誓一羅夜ト翼P謡．ゆ差睾楚羅環習路轟麟蝋♪一颪、卜e桶卜筆一へ赫e一昧慰1妾m日卜1旨舶蜘皐畔匝）＞誌如逗遷る謙、ゆ遜1卜函題署妬零灸喜圃1認ゆ翼舞駐�堰E邸＿q棚蝿（副e5唄邸　　　　　　』）　　　　　　　　）αo卜1区起。輿の＿＼．邸二ll、〆ヴ、』、ギ〕一＼k覧，、碧繋、　　1虹噌L9立f〔∠�`／−、L、1：『こ謄又一一ノ〜7一’ノ』’』＼k一，　’、’r　　　、＿　　’　　　　　　　　　、　、ノ　！＼篇津、’、ぐ〜、　−　’一　　　　、あ〜　　　＿忌．ε．＿碑こ”／／／』＿＿監、〆一　一　『、9∈〇一十、　　　　　／〆』、忍即一ペミ、∫臥塾ゼ　　ー鞠1戚バ　」綴鱗ノL図邸λ．靭』5c1lL一鶴、一・む｛忽ゴユ天’、　獣！聾1塗〆1匹＼）’き＿も）　．’　　　　　　　　　ノ・〜　　　　　　　へ　　　　〆ヲ　あ�_　＼弐　Eo　日7寸1　＞、員1。り−　　　　　　。？　　　　　　3−　　　　　　。空−一　　　　8■望o＼一『09！tノー　　　　一琴曳』　oコ　ーO，ノ，　　　’、　＼、一　　　　　『ノoΣ＞、＼8εい囚十『　　、　　−、　＼、一）屡野一ゆ寒、’』．E一’｝ir一ミ∈／εべ＞、99・一、　“タ邸、＼￥熱、、、’十mσ、＝＼＼￥、▽騨あ、ε巳十“＼∩／ソln　　一．へ一も、で＼一、、、、…i〆へ　つ　　阜へ＿7、＼　　　1　も　　で　も　「〜　＿δσ＼、虞軸�_￥〆＿一’1　　1一』’ノ甑多＿半…へ　　o採sG、一こンー■ノ』kqつ皿／、＼＼ノ’＼『　　　　　一）！婁、し褒“　　←⊃』贈、、　　〔α論歌ふ≧Pま、〆∀窯ト》＼〆￥戸／4．埼あ＝，　卜n窟匙太＼＼−’一、＼』ヲーミ＞L）』1「！1』oう1孔劇ブノ窯4』　一o　＿の℃邸bD邸プ、＿＿ノ‘〆レρ・・プ〔＼ll集去乳ノ、　　『ノ》旨邸＞1／ノ》一レ7／　！一　　　　　『、、、＿ぺ／フモ』　L！！匿菱＼＼、￥（ノ＼．＼⊃こ）、、叉ノ’）姻＼へ、＼4＝釦馨巽謬些�d、、一一　麗『返　塩ρrヤノ！1�d一Σ＼篭」、、5ヌo昌o1　》　“　で　ロ　コ　o　』　o　の　三　1　2　1り　　l　l　I　ρ）一230一



